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単位：
場または者

日本のウイスキー製造場数・免許取得者数 2000年→ 2024年の推移

※1 国税庁の「酒税関係総括表」記載の製造場数で「複数の品⽬を製造している場合は製造量が最も多い酒類の品⽬に掲げている」
年度表⽰＝「当年4⽉から翌年3⽉まで」。資料作成時点で2024（令和6）年度は未発表。

※2 「移転」や「法⼈なり」などを除く「新規取得」の数字。年度表⽰＝「当年1⽉から当年12⽉まで」。2013年以前はデータを持ち合わせていない。
※3 国税庁の「酒のしおり」の「酒類等製造免許場数の推移」に「外」として記載される数。 複数の品⽬を製造している場合、主たる

酒類が本書き、その他が「外」書き。資料作成時点で2023（令和5）年度は未発表。

折れ線グラフ：ウイスキーの製造場数※1

棒グラフ：ウイスキー新規「製造」免許取得者数※2

ウイスキー製造場数新規のウイスキー免許
※2

（参考）
ウイスキー
製造場数
「外」※3

ウイスキー
製造場数
※1

ウイスキー
「試験」免
許取得者
数

ウイスキー
「製造」免
許取得者
数

68112000
68102001
67102002
6982003
7072004
6862005
6562006
6572007
6672008
6882009
6782010
6682011
6592012
6492013
659012014
6710432015
7016372016
7518162017
8121162018
8426282019
99350172020
1114611232021
127542242022

662262023
2142024

棒グラフ：ウイスキー新規「試験」免許取得者数※2

ウイスキー免許

取得者数︓

2013年以前は

データを持ち合

わせていない。
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日本のスピリッツ製造場数・免許取得者数 2000年→ 2024年の推移

※1 国税庁の「酒税関係総括表」記載の製造場数で「複数の品⽬を製造している場合は製造量が最も多い酒類の品⽬に掲げている」
年度表⽰＝「当年4⽉から翌年3⽉まで」。資料作成時点で2024（令和6）年度は未発表。

※2 「移転」や「法⼈なり」などを除く「新規取得」の数字。年度表⽰＝「当年1⽉から当年12⽉まで」。2013年以前はデータを持ち合わせていない。

折れ線グラフ：スピリッツの製造場数※1

棒グラフ：スピリッツ新規「製造」免許取得者数※2

スピリッツ
製造場数
※1

新規のスピリッツ免許
※2
スピリッツ
「試験」免
許取得者
数

スピリッツ
「製造」免
許取得者
数

192000
192001
202002
212003
222004
232005
182006
252007
252008
262009
282010
262011
292012
302013
28262014
35572015
39432016
38352017
434132018
486212019
636512020
6910302021
855262022
908252023

11242024

棒グラフ：スピリッツ新規「試験」免許取得者数※2

スピリッツ免許

取得者数︓

2013年以前は

データを持ち合

わせていない。

単位：
場または者
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Miyake, 
78Forsyths, 

30

others, 
31

PS ポットスチル, 
50

HB ハイブリッドスチル, 
21

OT 焼酎蒸留器など, 
36

CS 大型の連続

蒸留器, 4

UK 不明, 13

日本のウイスキー製造者の蒸溜器について@2024年末

ed.6記載の
ウイスキー製造者

118か所
の蒸溜器の分類

PS利用の 50 か所
で使われる総PS数

139基
のメーカー

ウイスキー製造に主に使⽤している蒸溜器と思われるものをカウント。⼩型のテストパイロッ
ト的な蒸溜器は設置していてもカウントしていない。しかし、常時、複数の蒸溜器を⽣産に
使⽤していると思われる場合はすべてカウントしたので、総数は118以上となっている。
「UK不明」には蒸溜器を設置していないと思われる⽣産者も含まれる。

初溜、再留のポットスチル「2基」の場合が多い（39か所）が、「1基」で初溜・再留を
兼⽤するところが3か所、「3基以上」保有するところが8か所あり、ed.6リストでカウント
したポットスチルの総数は139基となる。
サントリー、ニッカなどに納⼊する三宅製作所が78基と最も多く、ついでスコットランドの
フォーサイスが30基。
その他は、Vandome(US)、Frill(IT)、Carl(DE)、Holstein(DE)、⽼⼦製作所
(JP)、Hoga Still(PO)、ケミカルプラント(JP)なのほか、中国製やメーカー不明もいく
つかある。

1.使用する蒸溜器の種類 2.ポットスチルのメーカー分析
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当該製造場ではウ

オッカ生産が主力

30%当該製造場の主

力製品は別だが、

ウオッカも生産

70%

当該製造場ではラ

ム生産が主力

77%

当該製造場の主

力製品は別だが、

ラムも生産

23%

当該製造場で

はウイスキー

のみ生産

70%

当該製造場で

はウイスキー

以外にジンな

ども生産

30%
当該製造場で

はジン生産が

主力

69%

当該製造場の

主力製品は別

（多くの場合ウ

イスキー）だ

が、ジンも生産

31%
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兼業状況について@2024年末

ed.6記載の
ウイスキー製造者

118か所

a.ウイスキー製造者の兼業状況 b.ジン製造者の兼業状況

ed.6記載の
ジン製造者

105か所
程度

ed.6記載の
ウオッカ製造者

10か所程度

ed.6記載の
ラム製造者

15か所程度

c.ラム製造者の兼業状況 d.ウオッカ製造者の兼業状況

■ed.6 rev.1記載の酒類をカウントしたものだが、ジン、ラム、ウオッカについては正確な把握がむつかしく、抜けがあるかもしれない。したがって以
下のチャートの総数は「程度」と記している。
■ed.6 rev.1のリスト上で「ウイスキー・ジン・ウオッカ・ラム」間の兼業状態のみをカウントしたもので、清酒・焼酎・泡盛メーカーなどによる兼業には
カウントしていない。既存の清酒・焼酎・泡盛メーカーなどが新事業（兼業）として開始したウイスキー、ジン、ラム、ウオッカブランドはとても多い。




